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乗務便に何個のリチウムバッテリーがあるか想像できますか？ 

 
 B787 の運航停止に関連して、リチウム・バッテリー（Li Bat）が報道で取り挙げられてい

ます。Li Bat にはリチウムメタル・バッテリーとリチウムイオン・バッテリーの二つに大き

く分類され、それぞれの特徴や性質、消火特性は以下の通りです。 
 

 
 それでは、B787 以外の航空機では心配ないのでしょうか？いいえ、現状でも既に航空機

内には沢山の Li Bat が存在しています。スマートフォンのバッテリーや PC のバッテリー、

デジカメのバッテリーなど、充電が可能な機器のほとんどが Li Bat を搭載しています。大

きさは異なりますがその性質や特性は全て同じで、上空で火災を引き起こすと対応は非常

に難しくなります（ニュース 35-31 参照）。約 150 名定員の B737 型機では、1 名のお客様

がスマートフォン、PC、そしてデジカメを持ち込んだ場合・・・Li Bat 3×150＝450 個のバ

ッテリーが存在する可能性があります。更に最近では電子化などで乗務員も+αのバッテリ

ーを持ち込む事も考えると、このLi Batの問題はB787だけではないのは容易に想像できます。 
 
           ＜最近のバッテリー火災事例紹介＞ 
 

 
 

 Li Bat の B787 型機搭載に関して、2007 年に IFALPA 加盟の ALPA 

International が既に懸念を表明していました。 
 
 2007 年に FAA は従来のバッテリーと比較してより小型で蓄電容量の大きいリチウムイオン・バッ

テリーを B787 型機に装備する認可を与えました。それに対して ALPA International（IFALPA 加盟、

米国とカナダの Pilot で組織）は、FAA が認可した B787 に搭載されるリチウムイオン・バッテリー

に関する特別承認だけではなく、その特性を勘案した更なる対策や手順が必要であるという意見書を

提出しています（裏面参照）。FAA は意見を聞いたものの、更なる手当は行わず現在に至っています。 
 

Li Bat 種類 火災の強度・性質 消火 

メタル 非常に強い、機体構造を溶かす程の高温 機内搭載の消火器で完全消火不可能 

イオン 充電率が高くなる程、火力・爆発力が大きい ハロン消火器での消火可能 

2012 年 7 月 23 日、イタリア・ローマ空

港で、玩具の銃に組み込まれていた Li Bat

が発火した事例です。香港からローマに

DHL 航空によって空輸され、到着後に通

関を待っている時にいきなり発火しまし

た。数人の係員によって消火器で消火さ

れましたが、上空で発火していれば大変

な事態に繋がった可能性があります。 



2007 年に IFALPA 所属の US ALPA から FAA に向けた意見書 
 

       
――――中略―――― 

         
引き続き、ALPA Japan の DG 委員会は Li Bat を含め、危険物に関する取り組みを強化していきます。  
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